






目的：小児期を通じてみられる一つの反応として traction response をとりあ

げ，その発達を臨床的かつ表面筋電図学的に検討し，発達の成熟課程をみる一

つの手がかりとするばかりでなく，脳障害児の診断に用いようとするものであ

る。


